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新幹線がトンネルを高速で

通過するときに生じる高圧空
気によって､ トンネルの出口
で微気圧波 (空気圧音)､ い
わゆる“ドン音”が発生する
ことがあります｡
微気圧波の発生が予測され

るトンネルには緩衝工を設置
しています｡

��	��
新幹線の騒音については､
｢新幹線騒音に係る環境基準｣
が告示されています｡ 環境基
準を達成するために設備面で
は､ 列車速度・構造物の高さ
などを考慮し防音壁の高さ・
形状を決定します｡ さらにロ
ングレール化などの対策を実
施しています｡

�
���
新幹線の振動については､

｢環境保全上緊急を要する新
幹線鉄道対策について｣ が勧
告されています｡ 勧告を達成
するために､ 通常よりさらに
柔らかな素材を使用した軌道
パットを採用し､ 振動の低減
に努めています｡
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今
別
町
、
十
五
日
会
、
西
部
・

東
部
漁
協
主
催
の
植
樹
祭
が
６
月

23
日
、
町
営
山
崎
放
牧
場
内
の
官

行
造
林
地
伐
採
跡
地
で
行
わ
れ
、

関
係
者
や
小
学
生
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
地
球
規
模
で
の
環
境
保

全
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お

り
、
自
然
と
人
間
の
共
生
を
考
え

自
然
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
今
別
小
学
校
緑

の
少
年
団
代
表
笹
谷
拓
土
君

(

５

年)

が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
十

五
日
会
澤
田
瑞
穂
会
長
か
ら
植
樹

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
ひ
ば
・
ぶ
な
・
か
つ
ら
の

苗
木
１
０
０
０
本
を
青
森
営
林
署

員
の
指
導
の
も
と
、
50
ア
ー
ル
の

伐
採
跡
地
に
し
っ

か
り
と
植
え
付
け
、

将
来
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

���� ���� ����

��
��
��
��

��
��
��
��
��
		




��
��
��

���
��� ���

��� ��� ���
��� ���

���
			






��

�������������� ����������

��������������  !!

""##$$%%������&&''(( ))**++����,, --����..//001122334455667788����&&,,

����99::;;<<==((

>>??������@@AA



���������	
��
� ���

� � � � � � � � � � � � �

�
�
�

�
�
�
�

�
	


�

�

�
�
�
�

�
�
�
�

春
の
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
６
月
26
日
か

ら
７
月
６
日
ま
で
の
４
日
間
、

地
域
・
職
場
グ
ル
ー
プ
７
チ
ー

ム
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
２

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
全
22
試
合

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�

カ
ン
パ
ニ
ー
ズ
フ
ォ
ー

�
�

ホ
ン
ワ
カ
チ
ー
ム

�
�

た
け
の
こ
チ
ー
ム

フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
結
果

�
�

大
川
平
子
供
会

�
�

も
も
・
ゆ
い
チ
ー
ム

試
合
も
白
熱
し
て
い
ま
し
た

が
、
試
合
終
了
後
の
賞
品
分
け

が
一
番
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。体

育
指
導
員
成
田
精
市
会
長

か
ら
、｢

町
民
ス
ポ
ー
ツ
普
及

に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
新
チ
ー
ム
の
参
加

や
子
供
達
の
参
加
が
増
え
て
き

て
い
る
。
次
の
秋
の
大
会
も
楽

し
み
で
す｣

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

����������������
６
月
30
日
、
東
津
軽
郡
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
・
今
別
町
主
催
で
、

東
津
軽
郡
老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
及
び
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

山
村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
日
和
で
、

会
場
に
集
っ
た
約
３
５
０
人
の
選

手
た
ち
は
走
っ
た
り
、
転
ん
だ
り
？

珍
・
好
プ
レ
ー
を
続
出
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

最
終
種
目
の
酔
っ
払
い
運
転
禁

止
は
、
ワ
ン
カ
ッ
プ
を
板
に
乗
せ

て
、
落
ち
な
い
よ
う
に
走
る
姿
は

真
剣
そ
の
も
の
、
観
客
席
か
ら
は
、

｢

飲
む
の
は
早
い
が
、
引
っ
張
る

の
は
難
し
い｣

な
ど
、
会
場
は
最

高
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
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７月７日､ なかやま荘で七夕会が開催され､
入所者全員の短冊を笹 (寄贈明田俊悦さん) に
下げ､ 願い事を書いた短冊を読み上げたり､ こ
でまりの会 (会長澤田多鶴子) のみなさんによ
る､ 絵本 ｢モチモチの木｣ の朗読や､ 作ってき
た竹を持ちながら全員で七夕の歌を歌ったり､

入所者は心
を和ませな
がら聞き入っ
たり､ 大き
な声で歌っ
たり楽しい
時間を過ご
しました｡
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今別中学校では､ ７月７日芸術鑑賞教室が開
催され､ 生徒､ 父母約150人が参加し同校体育
館で山上 進氏による津軽三味線や尺八などの
演奏を鑑賞しました｡
三味線演奏は､ 普段身近で聴く機会が少なく､
生演奏を体験した生徒たちは､ 強弱のある音色
に聞き入っていました｡
また､ 山上さんから
『リクエストは』 と聞
かれた生徒たちは｢キュー
ティーハニー｣､ それ
には山上氏も ｢それは
レパートリーにはない
な｣ などと､ 和やかに
芸術鑑賞を楽しんでい
ました｡ ��		 

����
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商工会テント村事務局主催のテント村が７月
12日､ 青森銀行今別支店前広場で開催され､ 約
300人が買い物に訪れ賑わっていました｡
会場では５店舗が出店し､ 昼食を買い求める
人などで賑わい､ 昼過ぎには完売する店もあり､
関係者は ｢これからも､ 商店街の活性化につな

がるような､ イベントを
企画していきたい｣ と話
していました｡
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このほど､ 中央公民館子ども教室では､ 町西

部漁協の協力で､ 手焼きせんべい作りの体験活
動を行いました｡
かぼちゃの粉末やこうなご､ ベビースターラー

メンなどのトッピングをしたり､ ブタや人の顔
を作ったりしながら楽しい時間を過ごしました｡
最後には､ もずくアイスをご馳走になり､ 参

加した子どもたちは大喜びでした｡
みなさんも子ども教室に参加してみませんか｡
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東青地区のＶｉｃウーマン (農漁村の地域リー

ダーなど)２６名と関係者が６月２７日､当町を
訪れ現地交流を通じての活動研修を行いました｡
当日は小雨模様のなか､ 町の２つの事例を紹

介し､ 農業部門では間山ちよさんが､ ガラスハ
ウスでの直売野菜や
柴黒米の概要や加工
の取り組みなどを紹
介｡ 漁業部門では､
阿部よしゑさん宅で
取り組んでいる岩ガ
キの養殖事例を生産者の阿部信一さんから更に
詳しい説明がありました｡
岩ガキは､ ホタテ養殖より斃死が少なく年間

を通じて作業ができる利点や食べ頃が６～８月
の真ガキと競争しない点など今別町の特産にで
きるのではと､ 意見交換が行なわれた｡

その他､ 新幹線開通までに広域的な東青の特
産品への取組みの提案や､ 今別ならではの海の
幸昼食や､ 浜名地区の澤田繁治さんのお庭園視
察など､ 有意義な研修が行なわれた｡
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第17回県少年フェンシング大会が７月15日､ 町立体
育館で開催され､ 県内外から約50名の選手が参加し､
熱戦が繰り広げられました｡
町選手の試合結果は次のとおりです｡
○小学校低学年男子
２位 澤田 晃希 ３位 川村 紘平
○小学校低学年女子
２位 田中 深雪
○小学校高学年女子
１位 澤田 朱里 ３位 最上 茉莉菜
○中学校男子
１位 猪ノ口貴史 ２位 澤田 悠太
３位 澤田 大樹 ７位 川浪 光輝
８位 島中 翔平
○中学校女子
３位 森田 佳菜 ４位 相内 香穂
５位 須藤 咲弥 ７位 佐渡 継美
８位 阿部 篤子

����������������		
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７月15・16日両日､ 国民体育大会フェンシング競技
青森県予選会が同体育館で開催され､ 県代表選考会が
行なわれました｡
県代表に選ばれた町の選手は次のとおりです｡
成年男子：阿部 秀嗣(今別ＦＣ)大馬 義明(専修大)
成年女子：本間絵里佳(専修大) 阿部 美樹(専修大)
少年男子：澤田 稔章(今別高) 相内 秀紀(今別高)

神 正信(今別高) 下川 英知(今別高)
少年女子：嶋中 智慧(青森北高)
※８月23日から25日に､東北総体及び国民体育大会東
北予選会が宮城県で開催されます｡

��������������������������������
今別町人権擁護委員による啓発活動が､ ７月

11日に今別保育園で行なわれました｡
｢人ＫＥＮまもる君とあゆみちゃん､ 世界を

しあわせに｣ が上映され､ 命の大切さについて
学び､ 園児たちも興味深く見入っていました｡
また､ ウォークバルーンのまもる君とあゆみ

ちゃんが登場すると､ 園児たちは歓声を上げて
喜び､ 全員笑顔で握手をしていました｡
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６月24日～26日に､ 福島県で

開催された東北高校総体におい
て､ サーブル個人で準優勝に輝
いた今別高３年澤田稔章選手､
団体戦も３位に入賞しました｡
８月３日から京都で開催され

る全国大会でも上位入賞の期待
がかかります｡
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今月は ｢荒馬の
里体験農園｣ に
おいてイモ堀り
体験をします｡
子ども達と一緒
に土いじりをし
てみませんか？
詳しい日程等に
ついては､ 事務
局までお問合せ
下さい｡
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―
藩
政
の
時
代

(

一)
―

津
軽
為
信
が
津
軽
六
郡
を
支

配
下
に
お
さ
め
た
の
は
十
六
世

紀
末
。
外
ヶ
浜
地
域
の
�
田
や

今
別
の
各
城
主
は
急
ぎ
南
部
藩

へ
脱
出
し
ま
す
。

以
後
、
津
軽
半
島
の
山
林
も

す
べ
て
津
軽
藩
の
管
理
下
に
お

か
れ
ま
し
た
。

町
史
な
ど
の
記
録
を
年
代
順

に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
今
別

町
や
山
林
の
姿
が
ぼ
ん
や
り
と

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

福
井
や
敦
賀
な
ど
か
ら
の
北

前
船
は
早
く
か
ら
三
�
や
今
別

の
木
材
を
積
出
し
て
い
た
で
し
ょ

う
。寛

文
年
間
に
は
、
敦
賀
の
商

人
の
記
録
に｢

十
三
湊
、
今
別
、

中
師
、
小
湊
の
四
ケ
所
湊
か
ら

草
槙

(

ヒ
バ)

板
、
ヒ
バ
材
来

る
。｣

と
あ
り
、
寛
文
四
年

(

一
六
六
四)

に
は
、
藩
か
ら

今
別
の
山
奉
行
に
訓
令
が
で
て

い
ま
す
。

商
人
の
木
材
積
出
し
は
、
一

本
な
り
と
も
隠
し
木
が
な
い
よ

う
手
堅
く
せ
よ
。
山
方
役
人
、

山
師
、
山
子
を
必
ず
立
合
わ
せ
、

上
中
下
を
吟
味
さ
せ
よ
、
な
ど

と
あ
り
、
後
の
四
代
信
政
の
治

世
の

｢

青
木

(

ヒ
バ)

一
本
、

首
一
つ｣

と
い
う
盗
材
の
罰
則

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
寛
文

七
年
か
ら
文
化
四
年

(

一
八
〇

四)

に
か
け
て
、
諸
山
の
見
分

け
、
絵
図
作
成
、
山
林
元
帳
、

御
本
山
の
沢
名
帳
が
四
回
に
わ

た
っ
て
作
成
、
改
訂
さ
れ
ま
す
。

津
軽
藩
の
山
林
経
営
は
ざ
っ

と
三
百
年
間
、
明
治
か
ら
現
在

ま
で
の
国
有
林
時
代
よ
り
は
る

か
に
長
期
間
な
の
で
す
。

貞
享
二
年

(

一
六
八
五)

の

田
畑
の
検
地
や
御
本
山
指
定

(

竜
飛
か
ら
奥
平
部
ま
で)
の

中
で
、
今
別
、
三
�
地
区
の
山

林
や
沢
の
姿
も
、
克
明
に
調
査

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ギ
や
ヒ
バ
は
末
期
に
至
る

ま
で
藩
の
収
入
の
か
な
り
の
部

分
を
占
め
ま
し
た
が
、
過
伐
と

い
う
こ
と
で
、
元
禄
年
間

(

一

六
八
八
ー
一
七
〇
三)

に
は
伐

採
制
限
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
森
林
は
今
と
比
べ

て
ま
だ
豊
か
な
相
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。

例
え
ば
、
今
別
に
住
む
ア
イ

ヌ
の
人
た
ち
に
狩
猟
を
推
奨
し

ま
す
が
、
彼
ら
の
献
上
品
は
熊

皮
や
胆
、
タ
カ
、
ワ
シ
で
あ
り
、

今
別
石
、
真
珠
、
ト
ド
な
ど
で

し
た
。
今
別
石

(

メ
ノ
ウ)

は

江
戸
で
評
判
と
な
り
、
石
拾
奉

行
も
置
か
れ
た
ほ
ど
で
す
。

豊
か
な
昆
布
、
煎
り
ナ
マ
コ
、

ア
ワ
ビ
な
ど
も
、
大
切
な
幕
府

の
中
国
向
け
輸
出
品
で
し
た
。

本
町
が
戸
数
百
戸
く
ら
い
と

は
言
え
、
賑
わ
い
が
あ
っ
た
こ

と
は
寛
政
六
年

(

一
七
九
四)

、

大
規
模
な
八
幡
宮
の
御
輿
行
列

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
も
分
か

り
ま
す
。

文
化
七
年

(

一
八
一
〇)

の

今
別
町
奉
行
の
石
高
は
三
十
石
。

元
禄
四
年
の
山
師
は
総
勢
十
四

人
。
山
子
は
四
百
七
十
三
人
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
大
勢
の
人
た

ち
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

山
林
の
資
源
が
も
た
ら
す
好

景
気
に
集
っ
て
き
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

澤田 瑞穂さん
(今別八幡宮宮司)
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６月24日 (土) アラスカ会館において､ ラブ・今別会青森支部
定期総会が開催されました｡
定期総会後の懇親会では､ 大川平荒馬保存会や北天舞悠による
よさこいソーランや今別の荒馬が披露され､ 会員の皆さんは故郷
を懐かしむように､ 見入っていました｡
今年は女性会員の参加が多く､ 会場は非常に盛り上がり､ 今別
ムードに包まれていました｡

青森今別会 (会長嶋中 一：大川平出身) は昭和55年に設
立してから26年目を迎えました｡
同じ青森市に住む人たちが相寄って､ お互いの親交を深め
ることを目的としております｡
今別町の出身者で青森市に住んでいる方は年会費1,500円
で､ どなたでも自由に入会できます｡
事務局が３月末現在で確認している名簿者数は372名 (総
会に出席された延会員数は92名) ですが､ まだ沢山の方が在
住しているようですので､ 家族・親類・友人・知人の入会を
おすすめいたします｡
入会をされる方は､ 住所・氏名・出身地・電話番号・勤務
先などを事務局へお知らせ下さい｡

���
〒038－0003
青森市石江字江渡105－405
嶋中庄悦方(青森今別会事務局)

℡ 017－781－7500
〒030－1502
今別町大字今別字今別176
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℡ 0174－35－2001
fax0174－35－2298
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